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2月の主な活動
 ６日 相談ダイヤル研修会
 ８～９日
  連合北陸ブロック代表者会議
 10日 第２回労働条件委員会
 13日 第２回女性委員会
 11～15日　相談ダイヤル
 13日 土曜労働相談会
 17日 第４回四役会議
 18日 交通運輸部門連絡会
 22日 公契約推進委員会
 23日 第２回政策委員会
 24日 朝街宣（新潟駅前）
  第１回総務委員会
 25日 第４回執行委員会
 27日 ＪＣ新潟県連絡会総会
  金属部門連絡会研修会

　

連
合
新
潟
は
一
月
二
八
日

（
木
）
新
潟
市
・
総
合
生
協
本

部
会
館
に
て
第
四
五
回
地
方
委

員
会
を
開
催
し
、
地
方
委
員
な

ど
一
〇
〇
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

江
花
会
長
か
ら
は
「
今
春
季

生
活
闘
争
の
目
標
は
非
正
規
を

含
め
た
す
べ
て
の
労
働
者
の
賃

金
を
月
額
五
〇
〇
〇
円
以
上
引

き
上
げ
る
こ
と
だ
。
労
使
共
に

努
力
し
て
デ
フ
レ
脱
却
の
た
め

の
春
季
生
活
闘
争
と
し
た
い
」

と
連
合
の
目
標
を
示
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
Ｍ
新
潟
の
小
野
塚
議
長

の
進
行
で
、
①
「
二
〇
一
〇
春

季
生
活
闘
争
方
針
」
②
「
第
二

二
回
参
議
院
選
挙
対
策
」③「
年

間
主
要
活
動
日
程
」
に
つ
い
て

審
議
し
、
す
べ
て
満
場
一
致
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
二
〇
一
〇
春
季
生
活
闘
争

方
針
」
審
議
で
は
、
Ｊ
Ａ
Ｍ
新

潟
大
場
地
方
委
員
か
ら
「
マ
ス

コ
ミ
対
策
の
強
化
」
に
つ
い
て
、

に
い
が
た
ユ
ニ
オ
ン
今
井
地
方

委
員
か
ら
は
「
こ
れ
ま
で
で
き

な
か
っ
た
非
正
規
へ
の
支
援
を

構
成
組
織
と
一
緒
に
し
っ
か
り

取
り
組
ん
で
ほ
し
い
」
と
連
合

新
潟
方
針
を
補
強
す
る
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。

　

南
執
行
委
員
か
ら
は
、
す
べ

て
の
労
働
者
の
た
め
闘
う
と
し

た
「
闘
争
開
始
宣
言
」
が
提
起

さ
れ
、
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
春
季
生
活
闘
争
は
文
字
通

り
、
す
べ
て
の
働
く
者
の
た
め

の
闘
争
で
す
。
単
組
・
産
別
・

連
合
力
を
合
わ
せ
団
結
し
て
が

ん
ば
り
ま
し
ょ
う
！

　

地
方
委
員
会
の
前
段
の
学
習

会
で
は
「
改
正
労
働
基
準
法
の

あ
ら
ま
し
」
に
つ
い
て
、
新
潟

労
働
局
山
田
宏
明
監
督
課
長
よ

り
、
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

賃
金
カ
ー
ブ
を

　

  

維
持
し
よ
う

　

連
合
新
潟
の
二
〇
一
〇
春
季

生
活
闘
争
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
第
四
五
回
地
方
委
員
会
で

確
立
し
た
取
り
組
み
の
柱
、
な

ら
び
に
ミ
ニ
マ
ム
運
動
課
題
は
、

取
り
組
み
の
柱
と
体
制
強
化

①
全
労
働
者
を
対
象
に
春
季
生

活
闘
争
を
推
進
。

②
賃
金
水
準
維
持
の
取
り
組
み

の
徹
底
。

③
雇
用
の
安
定
・
創
出
に
向
け

た
取
り
組
み
の
強
化
。

④
共
闘
連
絡
会
議
の
体
制
強
化
。

⑤
政
策
・
制
度
と
の
連
携
強
化
。

す
べ
て
の
組
合
が
取
り
組
む
べ

き
課
題（
ミ
ニ
マ
ム
運
動
課
題
）

①
賃
金
カ
ー
ブ
維
持
分
を
必
ず

確
保
す
る
。

②
非
正
規
労
働
者
を
含
め
た
全

労
働
者
を
対
象
に
、
賃
金
を

は
じ
め
と
す
る
待
遇
改
善
に

取
り
組
む
。

③
賃
金
の
底
上
げ
を
は
か
る
た

め
企
業
内
最
低
賃
金
の
締
結

拡
大
と
、
そ
の
水
準
を
引
き

上
げ
る
。

④
減
少
し
た
労
働
時
間
を
も
と

の
長
労
働
時
間
に
も
ど
さ
せ

な
い
よ
う
、
産
業
実
態
を
ふ

ま
え
た
総
実
労
働
時
間
の
短

縮
や
、
時
間
外
・
休
日
労
働

の
割
増
率
引
上
げ
に
よ
っ
て
、

雇
用
の
安
定
・
創
出
を
は
か
る
。

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
賃
金
改
善
の
取
り

組
み
は
、
賃
金
制
度
が
整
備
さ

れ
て
い
る
組
合
は
、
賃
金
制
度

の
確
実
な
運
用
を
確
認
す
る
。

賃
金
制
度
が
未
整
備
の
組
合
は
、

産
別
指
導
の
も
と
で
、
連
合
が

示
す
１
歳
・
１
年
間
差
の
社
会

的
水
準
で
あ
る
五
〇
〇
〇
円
以

上
の
要
求
を
行
い
、

賃
金
水
準
の
維
持
を

は
か
る
。
な
お
、
中

小
・
地
場
組
合
の
賃

金
改
善
は
、
こ
の
五

〇
〇
〇
円
を
「
賃
金

カ
ー
ブ
の
確
保
相
当

分
四
五
〇
〇
円
＋
賃

金
改
善
分
五
〇
〇
円

以
上
」
と
し
ま
し
た
。

（
賃
金
改
善
分
は
、

賃
金
を
全
体
的
に
検

証
し
、
是
正
や
立
ち

遅
れ
て
い
る
部
分
も

含
め
た
要
求
）
パ
ー

ト
な
ど
、
非
正
規
労

働
者
の
処
遇
改
善
は
、

時
間
当
た
り
賃
金

に
つ
い
て
、
一
般

労
働
者
と
の
均
等

待
遇
を
考
慮
し
、

引
上
げ
額
を
三
〇

円
以
上
（
定
昇
相

当
込
み
）
と
し
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
以
外
に
も
、

非
正
規
労
働
者
へ

波
及
す
る
企
業
内

最
低
賃
金
協
定
化

の
取
り
組
み
や
、

長
す
ぎ
る
総
労
働

時
間
を
短
縮
す
る

た
め
の
所
定
労
働

時
間
の
短
縮
（
時

間
外
労
働
時
間
の

削
減
）
を
目
的
と

し
た
労
働
基
準
法

改
正
対
応
、
改
正
育
児
・
介
護

休
業
法
の
施
行
に
向
け
た
労

働
協
約
化
の
推
進
な
ど
、
春
季

生
活
闘
争
の
取
り
組
み
は
多

岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

　

経
済
情
勢
が
好
転
し
な
い

中
で
、
雇
用
か
賃
上
げ
か
と
い

う
よ
う
な
マ
ス
コ
ミ
報
道
も

あ
り
ま
す
が
、
連
合
新
潟
が
求

め
る
賃
金
カ
ー
ブ
の
維
持
（
定

期
昇
給
相
当
の
確
保
）
は
、
基

本
的
に
は
内
転
原
資
で
あ
り
、

直
接
人
件
費
の
ア
ッ
プ
に
は
つ

な
が
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
こ
の

制
度
は
人
事
処
遇
制
度
の
根
幹

を
な
す
も
の
だ
け
に
、
コ
ス
ト

削
減
を
目
的
に
見
直
し
を
主
張

す
る
経
営
側
の
発
言
は
、
労
使

関
係
の
信
頼
を
揺
る
が
す
重
大

な
問
題
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
経
営
側
は
、
い
ざ

な
ぎ
越
え
と
い
わ
れ
た
景
気
回

復
期
に
お
い
て
も
「
業
績
の
反

映
は
、
賞
与
・
一
時
金
に
反
映

さ
せ
る
こ
と
が
基
本
」
と
し
て
、

月
例
賃
金
の
改
善
要
求
に
対
し

て
は
、
徹
底
し
た
賃
金
抑
制
論

を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

　

賃
金
抑
制
の
弊
害
を
無
視
し

て
、
一
段
と
そ
の
動
き
を
強
め

れ
ば
、
個
人
消
費
は
さ
ら
に
低

迷
し
、
デ
フ
レ
・
ス
パ
イ
ラ
ル

を
加
速
す
る
こ
と
は
必
至
で
す
。

　

二
〇
一
〇
春
季
生
活
闘
争
で

は
、
非
正
規
労
働
者
を
含
め
、

す
べ
て
の
労
働
者
を
労
働
条
件

交
渉
の
枠
内
に
入
れ
る
と
と
も

に
、
大
手
も
含
め
、
中
小
、
パ

ー
ト
の
取
り
組
み
も
、
同
じ
考

え
方
で
統
一
的
に
賃
金
水
準
維

持
の
た
め
の
取
り
組
み
を
展
開

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す

　

二
〇
一
〇
春
季
生
活
闘
争
は
、

始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。
と
も

に
団
結
し
、
仲
間
の
連
帯
を
信

じ
て
最
後
ま
で
闘
い
抜
き
ま
し

ょ
う
。

2010春季生活闘争
新潟県中央総決起集会
（連合新潟・新潟地協の共催）

と　き　３月３日（水）18：15～
ところ　新潟市・新潟県民会館

※　終了後、デモ行進

2010春季生活闘争
中小総決起集会

と　き　３月27日（土）16：30～
ところ　三条市・県央リサーチコア

※　終了後、デモ行進

第45回地方委員会

連帯と団結でガンバロー

しっかり学習

■ 各地協・支部総決起集会日程（２月５日までの報告分）
下 越 ３月開催予定
新 潟 ３月３日㈬ 18：15～ 新潟県民会館
佐 渡 ３月開催予定
県 央 ３月９日㈫ 県央リサーチコア７階
中 越 ３月５日㈮ 18：00～ 勤労会館３
　（見　附） ３月５日㈮ 18：30～ 見附市中央公民館
　（栃　尾） ３月16日㈫ 18：15～ 栃尾文化センター
　（小千谷） ３月10日㈬ 18：30～ サンラック小千谷
　（北魚沼） ３月５日㈮ 18：00～ 小出郷福祉センター
　（南魚沼） ３月３日㈬ 18：30～ サンライズ南魚沼
　（十日町） ３月４日㈭ 18：30～ クロス10
柏 崎 ３月３日㈬ 柏崎市産業文化会館
上 越 ３月３日㈬ 18：30～ リージョンプラザ上越
　（糸魚川） ３月２日㈫ 18：30～ 青海総合文化会館きらら

第81回新潟県中央メーデー
日　時：2010年５月１日（土）・・・入場行進　10：10～　式典　10：25～
会　場：新潟市陸上競技場　　※土曜日開催です。家族で参加しませんか
企　画：昨年同様の　・エコキャップ（ペットボトルキャップ）
　　　　　　　　　　・書き損じハガキ・未使用ハガキ・切手を集めます。

総力をあげ、
雇用と生活の安定を守ろう。



ろうきん
マイカーローン

車楽楽

現在ご利用中の方は、基準金利を引下げしたこと
に伴い、今後、金利を見直す予定としております。

ローン金利を引下げ!!
2010年2月1日より

ウィッシュろうきん
フリーローン

ろうきん

教育ローン

新潟ろうきん 検索

〈ろうきん〉は、はたらく人ならどなたでもご利用いただけます。

ホームページよりローン仮申込みができます。

ホームページが
リニューアル !

ぜひ、ご覧ください。

http://www.niigata-rokin.or.jp

ろうきん
イメージモデル
高 垣 麗 子

※詳しくは店頭にお問い合せください。

～〈ろうきん〉はローンの基準金利引下げを実施～
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平成２年２月19日
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労働で悩んでいる人、あなたの周りにいませんか？　無料相談 0
フリーダイヤル

120-1
いこうよ

54-0
れんごうに

52（平日9:00～17:00）

連
携
を
強
化
し
、

情
報
の
共
有
を
計
ろ
う

　私がお気に入りなのは、新潟市西区・地元黒埼の『せ

んべい』です。表面は越後七不思議の「山田の焼鮒」が描

かれています。味はいたって普通で、白ゴマが入った少し

硬めのせんべいです。噛み砕くには少々顎の力が必要です

が、歯と顎の運動には良いと思います。手焼きで作り手も

限られています。在庫の確認をしてから行くと確実です。

　お店の方の情報によると、

懐かしい味にファンも多く贈

答にと、依頼も増えたそうで

す。『せんべい』は、黒埼の

山田小学校近くの間
あいだ

たばこ店

にあります。

　【間たばこ店】 ●所在地　新潟市西区山田754-１
 ●ＴＥＬ　025-377-2979

 （新潟地協副議長　笠原 伸）

〈7〉

手
焼
き
せ
ん
べ
い

　

青
年
委
員
会
は
一
月
三
一
日

（
日
）
長
岡
市
・
ア
ト
リ
ウ
ム

長
岡
に
お
い
て
、「
二
〇
一
〇

地
協
青
年
代
表
者
研
修
会
」
を

開
催
し
、
各
地
協
支
部
青
年
女

性
委
員
会
の
代
表
と
連
合
新
潟

青
年
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
を
合

わ
せ
二
七
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
連
合
新
潟
・
斉

藤
事
務
局
長
か
ら
「
青
年
層
の

色
々
な
可
能
性
に
期
待
し
た
い
。

結
果
を
恐
れ
ず
何
事
に
も
ト
ラ

イ
し
、
具
体
化
を
図
っ
て
ほ
し

い
」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
同
士
の
自
己
紹
介
の

後
、「
二
〇
一
〇
春
季
生
活
闘

争
学
習
会
」
と
し
て
、
連
合
新

潟
・
小
林
副
事
務
局
長
よ
り
、

今
年
度
の
具
体
的
な
取
り
組
み

等
に
つ
い
て
講
演
を
受
け
、
続

い
て
連
合
新
潟
青
年
委
員
会
と

各
地
協
代
表
者
か
ら
、
昨
年
の

活
動
実
績
と
今
年
度
の
活
動
計

画
を
報
告
の
後
、
情
報
・
意
見

交
換
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
連
合
新
潟
二

題
と
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
「
非
正
規
労

働
者
の
現
状
」
と
題
し

て
、
連
合
新
潟
・
小
島

副
事
務
局
長
よ
り
講
演

い
た
だ
き
、
連
合
新
潟

に
寄
せ
ら
れ
た
相
談
ダ

イ
ヤ
ル
の
実
態
な
ど
か

ら
、
労
働
環
境
の
現
状

や
非
正
規
労
働
者
の
実

態
を
理
解
し
た
上
で
、

身
近
な
組
織
化
の
必
要

性
を
再
認
識
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

青
年
委
員
会
と
し
て

今
後
の
活
動
に
お
い
て

も
、
各
地
協
・
支
部
と

　

ユ
ニ
オ
ン
ト
ッ
プ
ス
タ
デ
ィ
終
了
後

に
行
な
わ
れ
た
、
江
花
会
長
と
イ
ー
デ

ス
・
ハ
ン
ソ
ン
さ
ん
に
よ
る
対
談
が
、

一
月
二
〇
日
発
売
の「
月
刊
キ
ャ
レ
ル
」

二
月
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
！

　

次
は
、
新
潟
お
笑
い
集
団
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ａ

Ｒ
Ａ
代
表 
江
口
歩
さ
ん
を
迎
え
て
の
対

談
で
す
。

◆
四
月
二
十
日
発
売
の
五
月
号
に
掲
載
予
定
◆

江
花
会
長
・
ハ
ン
ソ
ン
さ
ん
対
談

月
刊
キ
ャ
レ
ル
に
掲
載
中　

連合国際女性デー 第18回にいがた集会
と　き　2010年３月６日（土）13：30～16：00
ところ　新潟市・万代シルバーホテル４階　千歳の間
内　容　講演「職場と家庭におけるジェンダー平等」
講　師　木村愛子さん　日本ＩＬＯ協会理事

お問い合わせは、連合新潟（025-281-7555）渡邉まで

にいがたユニオン 第16回定期大会
日　時　2010年３月６日（土）15：30～
会　場　ホテルサンルート新潟

＜沖縄＞2010年６月23日（水）～25日（金）
＜広島＞2010年８月４日（水）～６日（金）
＜長崎＞2010年８月７日（土）～９日（月）
＜根室＞2010年９月11日（土）～13日（月）

　平和の尊さや領土を巡る歴史観を学
び、後世に引き継いでいくための平和
行動へぜひ参加ください。
　「平和行動in広島」は親子参加が可
能です。学習旅行へ親子でどうぞ！！
歴史を学ぶ楽しい企画もありますよ！

五泉市長選開票結果（１月24日投開票）
  7,529 　町田　俊夫
 当 13,530 　伊藤　勝美
  10,395 　林　　　茂

若いちからの集合

こ
れ
ま
で
以
上
に
連
携
を
強
化

し
、
充
実
し
た
も
の
に
し
て
い

き
ま
す
。

青
年
委
員
会
の

活
動
を
通
し
て

　
　

連
合
上
越
地
協
青
年
女
性
委
員
長

 

飯
田　

尚
人

　

一
月
三
一
日
の
地
協
青
年
代

表
者
研
修
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
二
回
目
の

参
加
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
研
修
会
で
は
、
大
き
く

二
つ
の
事
を
目
的
と
し
て
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ひ
と
つ
は
、
青
年
女
性
委
員

会
の
役
員
と
し
て
の
知
識
を
身

に
付
け
る
こ
と
、
そ
し
て
他
の

地
協
青
年
女
性
委
員
会
の
方
々

と
の
意
見
交
換
や
交
流
を
行
う

こ
と
で
す
。

　

結
論
か
ら
い
う
と
、
大
変
有

意
義
な
時
間
を
過
ご
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

特
に
、
他
の
地
協
青
年
女
性

委
員
会
の
役
員
の
方
々
に
、
上

越
地
協
で
活
動
を
す
る
に
当
た

っ
て
の
悩
み
を
相
談
で
き
た
こ

と
は
、
と
て
も
助
か
り
ま
し
た
。

ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
悩
み
を
打
ち

明
け
、
共
有
す
る
こ
と
も
で
き

ま
し
た
し
、
解
決
の
為
に
参
考

に
な
る
意
見
を
も
ら
う
こ
と
も

で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
春
季
生
活
闘
争
学

習
会
」「
非
正
規
労
働
者
の
現

状
」
の
講
演
で
は
、
実
に
Ｈ
Ｏ

Ｔ
な
話
題
に
関
す
る
知
識
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
も

単
組
（
電
機
連
合
・
沖
プ
リ
ン

テ
ッ
ド
サ
ー
キ
ッ
ト
労
組
）
に

帰
れ
ば
一
執
行
委
員
と
し
て
活

動
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ

ら
の
話
題
に
つ
い
て
は
い
つ
も

気
に
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
回
貴
重
な
お
話
を
う
か
が

う
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
本

当
に
あ
り
が
た
く
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　

連
合
新
潟
斉
藤
事
務
局
長
を

は
じ
め
、
講
師
を
務
め
て
い
た

だ
き
ま
し
た
、
小
林
副
事
務
局

長
、
小
島
副
事
務
局
長
、
運
営

に
当
た
ら
れ
た
連
合
新
潟
青
年

委
員
会
の
み
な
さ
ん
、
大
変
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今

後
の
活
動
に
役
立
て
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

ま
た
、
青
年
委
員
会
二
〇
周

年
イ
ベ
ン
ト
に
は
微
力
な
が
ら

協
力
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

み
ん
な
の
力
を
合
わ
せ
て
盛

大
な
イ
ベ
ン
ト
に
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
！

はじめまして、よろしく

〇
周
年
を
記

念
し
、
青
年

委
員
会
と
し

て
も
今
年
度

中
に
ユ
ー
ス

ラ
リ
ー
等
に

替
わ
る
イ
ベ

ン
ト
を
企
画

し
て
お
り
、

そ
れ
に
向
け

た
ア
イ
デ
ア

や
意
見
を
自

由
に
出
し
合

い
、
こ
れ
か

ら
の
検
討
課

連
携
を
強
化
し
、

情
報
の
共
有
を
計
ろ
う


